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疾走とストップモーション
山田宏ー（映画評鵬家）

静止した画面が急に動き出し、主人公のジャン＝ピエール・レオーが

いきなり走りだす冒頭から、「出発」は息せき切って走りつづける青春

映画だ。

跳ぷ、はねる、車をぷっ飛ばす。行儀は悪いがエネルギーが送り出

るかのように、元気はつらっ、自由奔放、挑発的ないたずら、おふざ

けの連続だ。アメリカのサイレント喜劇のドタパタ調で―といって

も安易なコマ落とし撮影など多用しているわけではないのだが—車

の衝突で大喧嘩。路面電車の走る道のまんなかに大の字に寝そぺっ

ても、連続活劇やスラップスティップ・コメティーのギャグのように、

電車はわきの線路にすっとそれて行ってしまう。チャップリンのよう

に乳母車の赤ん坊からりんこを奪ってかじったり、「勝手にしやがれ」

や「気狂いピエロ」のジャン＝ポール・ペルモンドをまねて自動車泥

棒を試みても、キートンのように、あるいはジャック・タチのように、

小さな犬に吠えられて逃げ出すしかないジャン＝ピエール・レオーだ。

「ポーランドのゴダール」の異名をとった亡命中の若き俊オ、イェジー・

スコリモフスキ監督 (29歳であった）が1967年に撮ったベルギー映

画である。ジャン＝リュック・ゴダールが羨望と親愛の情をこめて評

したように「ポーランド的でやぷれかぷれ」の映画なのである。

そのゴダールの「男性・女性」からぬけ出てきたようなシャン＝ピ

エール・レオーとカトリーヌ・デュポールが「出発」の青春コンピで

ある。二人が大きな鏡を持ち歩くところは、スコリモフスキ監督の兄

貴分で同じポーランド映画の「失われた世代」の亡命監督、ロマン・

ポランスキーのすばらしい短編映画「タンスと二人の男」の記憶につ

らなる印象的なシーンだ。鏡をのぞきこむと空が見える。両端にピル

が逆さまにゆれる。シャン＝ピエール・レオーがつまずいてつんのめり、

鏡がこなこなに割れても、そのまま、逆回転でたちまち元に戻る。リ

アルな街の風景のなかで、さりげなく詩的幻想に彩られた不条理な世

界だ。それもスコリモフスキ監督の言う「ユーモアによって修正され

た不条理」の世界なのである。

にもかかわらず、涙はこらえても無謀な暴力だけは押さえ切れない

青春の悲痛な衝動が伝わってくる。とらえどころのない欲望に駆られ、

屈辱の日々を送るだけの青春なんてむなしい馬鹿騒ぎと叫びつづける

かのように荒々しく高鳴るジャズの音色が、クリスチアーヌ・ルグラ

ンの歌うやさしくささやくようなワルツに変わる。青春のシンポルで

もあるかのようなポルシェを探して必死に走り回ったシャン＝ピエ

ール・レオーのこわばった表情が幸福な戸惑いのように燃えくずれて

いくハッピーエンドは、スーザン・サイテルマン監督の「マドンナの

スーザンを探して」にも拙劣ながら踏襲されることになるだろう。

あきらめなのか、新しい人生への出発なのか―ちょっとせつない

けれども心なごむラストシーンだ。

シュールで詩的な映像美がゴダールにも絶賛されている
ポーランド・ヌーヴェルヴァーグの至宝イエジー・スコリモフスキが描く、

珠玉の膏春映画、日本初公開！
ペルギーの街鎗みを猛スピードで疾走するポルシェに膏響を119tる青年が恋に目覚めて大人へと出発する…

青響の終わりを戴微的に撞いた映画史に残る衝撃のラストシーンが幻の傑作として神格化され、日本でも長い間公開が待たれていた。

達切れることなく画面から流れでるジャズとシャンソンが美しく鮮烈なメロディーを賽でている。

この映画は、 1960年代の終わりに生まれた奇躊のような映画である。

1967年ベルリン国際映画祭グランプリ」国際批評家大賞受賞
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口本卿公欝！贅菫のレイト＆モーニンクショー！！
●4月 10日（土）より5/7匹レイトショーよる9:15より1 回上峡（日疇休麟）
●4月24日（土）より5/7@茎モーニングショーあさ10:25より運日1回上瞭

＊·場憲口のみで発売
残りわずかIIお旱めに

鶴売特別鑑賞轡半1,500発売中！ （当日料金一般¥1.800／学生m,500の処）＊劇場窓口、エスト1PG、チケットセゾン、チケットびあにてお求め下さい。
●毎週土曜日レイトショーのみ先着 10名様にペルギーピール（オリジナル・グラス付）、 20名様にオリジナルコースターをプレゼント l 協賛／小西逗進株式会社

．．．；戸·

「出覧l 公胃E2“ジャン＝ピエール・レオー特●●有り！
● I出覧」の肩売欅ご慢示で上記特集作品が1,000円に割引き！昇しくは舅場まで．

拉
http://www.theatres.co.jp./cinemabox/ 


